助詞・副詞・動詞の訳し方一覧　二〇〇五・〇四・〇二改訂

◎　格助詞
１≡　 の と が は入れ替えてみよ。
　　　　私－の－家。　　　－が－近づくのを喜びながら上る。

　　　○わ－が－家。　○都－の－近づく　を喜びつつ　上る。

２｜　の・が　…のもの
　　　　　　　　　  －の歌－
　○この歌は、ある人の言はく、柿本人麿－ が －なり。

３｜　同格の の 　は「で」と訳し、その後最初に出てきた
連体形準体法の単語の下に、「の」の上にある名詞を補う。

　　　　　　　　－ た －　－で－、最近まで－生きておりまし－

　○その時見－たる－人－の－、近くまで－　　侍　り　　－

　　た－人－が、語っ－た－こと－である。

　○し－　－が、語り－し－　　－ なり 。

４　　 の 　比喩　…のように・のような
５≡　 に の訳は「で」
　　　－で－は－　ない　。

　○花－に－は－あら－ず。（断定「なり」の連用形）

　　

　　静かで－は－　ない　。

　○静かに－は－あら－ず。（形容動詞連用形の語尾）

６≡　にての訳も「で」。つまり、に・にての訳は「で」
　　　　一兵卒－　で　－ございます。

　　　○一兵卒－に－て－さうらふ。（断定「なり」の連用形＋て）

　　　　　－ で －

　　　○棒－にて－殴る。（一語の格助詞）

７｜　に－て　…であって　（断定「なり」の連用形＋接続助詞「て」）

８≡　補う助詞は を・に・の・は・が
９≡　主語と述語の間に が を補う
　　　　花－が－散る。

　　　○花－　－散る。

10≡　目的語と動詞の間に を を補う

　　　　花－を－見る－人。　　

　　　○花－　－見る－人。　　

11≡　連体形準体法の後に名詞または の を補う
　　　　

　　　○歌詠む　　－こと・人・もの・の－を・に・は・が

　　　○日の落つる－　　　　時　　　　－に

　○花を見る　－わけ・こと・人・の－は

　○夜の更くる－　　　　の　　　　－を・に・は・が

12∥　 は ・ に を補う。

　　　　　　　　－が－言う－こと－には、

　　　○竹取の翁－の－言は－く　－　　、

13∥　 …を～み 　…が～（な）ので
　　　　川瀬の流れ－が－早い－ので
　　　○　　瀬　　－を－ 早 － み
◎　接続助詞
14∥　未然形＋ ば 　仮定条件（５％だが重要）
　　　　もし…（た）ならば
15∥　已然形＋ ば 　確定条件（用例の95％）
　…（た）ので・（た）ところ・と・から・と必ず
 　　　「ので・ところ・と」と暗記する
16∥　已然形＋ ば により、主語と目的語が入れ替わる事が多い。
　　　　○呼べば答ふる　○かく言へばかく言ふ。○打てば響く。
17　　 て 　主語の同一性を維持する。

　　　　○往きて帰らず。○言ひてほほ笑む。○かくしてかくする。

18∥　ど・ども・ものの・ものを・ものから（逆接）
19｜　未然形＋ で 　…ないで・なくて
20　　 に 　順接・単純接続・逆接・その他
21∥　と－て（引用の格助詞「と」＋接続助詞「て」）
　　　　…と（言っ・思っ・書い・し）て・
…という事で・…しようとして

22　　形容詞・形容動詞の連用形＋ て 　…の状態で
◎　副助詞
23｜　ばかり　限定　…だけ　程度　…ぐらい・程
24｜　だに　①せめて…だけでも（せよ・したい・してほしい・し
たらなあ・したならば）。　②…さえ（～ない）　③さえ

25　　すら　類推　ＡさえＢだ。（まして、ＣがＢなのは勿論だ）
26　　さへ　添加　その上…まで（も）
27｜　のみ　限定　…だけ・ばかり（語順を変えて訳すのがコツ）

　　◎　係助詞（ぞ・なむ・や・か・こそ・は・も）
28∥　 ぞ 　強調　連体形で結ぶ、つまり、文末が連体形になる
　　人－が－！－いる。　　　山に－！－登る。

　○人－　－ぞ－ある。　　○山に－ぞ－登る。
美しい－国－だ！
29　　（文末に使って）断定　○うまし－国－ぞ。

－だ？・か－。
30　　（文末に使って）疑問　○何事－ 　ぞ　 －。

　　　なむ（なん）　連体形で結ぶ

31∥　　口語的強調
　　　　 　－が－ ネ －いるヨ。

　○ 人－　－なむ－ある　。
32∥　　強調
が－ ！ －暮れる。
○　日－　－なむ－暮るる。
 や 　連体形で結ぶ
33∥　　疑問　用例の80％
　　　－が－　－いる－（だろう）か。

　　　○人－　－や－ある－。　　　　↑
　　　　　　　　└────――――─┘
34 ｜　反語　用例の20％　→やはと同じ

　や－は　連体形で結ぶ

35｜　　疑問　用例の10％　→ や と同じ
36∥　　反語　用例の90％
　　　　人－が－　　　－いる－（だろう）か、いや、いない。

　　　○人－　－や－は－ある。　　　　　↑
└─────―――――┘
　 か （連体形で結ぶ）

37∥　　疑問　用例の80％
　 　　　 －が－　－いる－（だろう）か。

　　　○誰－　－か－ある。　　　　　↑
　　　　　　　　└───―――─――┘
38｜　　反語　用例の20％　→かはと同じ
　か－は　連体形で結ぶ
39｜　　疑問　用例の10％　→ か と同じ
40∥　　反語　用例の90％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いや、誰も知らない。
　　　　誰－が－　　　－知る－（だろう）か、
　○誰－　－か－は－知る。　　　　　↑
　　　　　　　└───―――――──┘
　こそ　已然形で結ぶ
41∥　　逆説的強調　（∧ど∨を補う）
－ は －咲く・咲いた－が・けれど、
○花－こそ－　咲　　け　－　∧ど∨　、
42∥　　強調
　　　　　－が－！　－暮れる。

　　　○日－　－こそ－暮るれ。

北隣さん－ ！ －。

43　　　呼びかけ　○ 北　 殿－こそ－。
44｜　を－ば
　　　　　－　－は－見－ない。　　　－を－！－見る。
　○山－を－ば－見－ ず 。　○山－を－ば－見る。
45　　　ぞ・なむ・こそなどの強意の係り助詞は、現代語訳では

「は・こそ・も・ぞ」などの強意の副助詞に置き換えられ

ることが多い。

　　　　和歌－ は －やはり－趣のある－もの－である。

　　　○和歌－こそ－ なほ －をかしき－もの－ なれ 。

　　　　思い－ も －よら－なかっ－ た 。

○思ひ－こそ－よら－ ざり －つれ。

46｜　も－ぞ（も＋ぞ）連体形で結ぶ　危惧
　　　　　－が－　　－降る－と困る・大変だ。

　　　○雨－　－もぞ－降る。 ↑
└─―──―┘
47｜　も－こそ　已然形で結ぶ　危惧
　　　　　　　　　

　　　　　－が－　　　－見る－と困る・大変だ。

　　　○人－　－もこそ－見れ。　↑

└───―──┘
48∥　と＋ぞ・なむ・や・か・こその結びの省略。
　　　○…と　　ぞ・なむ－言ふ・言ひける

　　　○…と　　や　　　－言ふ・言はむ・言ひけむ
　　　○何と　　か　　　－言ふ・言はむ・言ひけむ
○…と　　こそ　　－言へ・言ひけれ
49∥　用言の連用形＋ぞ・なむ・や・か・こその結びの省略。
　　　○悲しく　ぞ・なむ－ある・はべる・おはします

　　　○悲しく　や　　　－あらむ・はべらむ・おはしまさむ
○何…に　か　　　－あらむ・はべらむ・おはしまさむ
○花　に　こそ　　－あれ・はべれ・おはしませ

　　　

　　◎　終助詞
50　　未然形＋ばや　自分の希望　…たいものだ
51｜　未然形＋なむ（なん）　他への願望　…してほしい
52∥　連用形＋な－む（な－ん）＝完了「ぬ」の連用形＋推量「む」

　　

　　花－が－きっと－咲く－　－だろう。

○花－　－　↑　－咲き－な－　む　。

　　　　　　　　　└─――──┘
53　　てしか（な）・にしか（な）　自己の希望
　　　　…たらいいなあ・たいものだ

54｜　もがも・もがな・もがもな　他への願望　…してほしい

55｜　な…そ　禁止
　　　　  －鳴く－な－！。

　　○な－鳴き－↑－そ。
└─―──┘
56　　か・かな・な・は　詠嘆　…なあ・ことだなあ
57　　かし　強意
◎　間投助詞
58｜　 し 　強調
　　慣れ親しんで－き－た－妻－が－！－いる－ので

○　馴　れ　　－に－し－妻－　－し－あれ－ ば　

59｜　し－も　強調
　　今日－に限って－縁先－に－いらっしゃっ－た　－事よ。

　○今日－ し　も － 端 －に－　おはし　　－ける－かな。
60　　 や 　詠嘆
　　◎　副詞・動詞・その他

　　　 え 　打消を伴って可能を表す
61｜ 　ことができ－歩く－ない。

　　　○　　え　　－歩ま－ ず 。　（可能＋打消＝不可能）

62｜　 ことができ－歩く－ないだろう。

　○　　え　　－歩ま－ じ 　　。　

　○　　え　　－歩む－まじ（可能＋打消推量＝不可能推量）

　　

63｜　 ことができ－歩く－ないで、

　　　○　　え　　－歩ま－　で　、
（可能＋打消・順接 ＝ 不可能・順接）
64｜　あり（ラ変）・す（サ変）・ものす（サ変複合）
の三動詞は、文脈により、柔軟に訳すのがコツ。
＊　この表は青い紙に印刷し、「青い表」と読んでいます。また、
上下を切り落とすと、Ａ５判のテキストに収まります。
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